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 東京 2020 オリンピック競技大会が開催され、令和３（2021）年７月 23 日から８月８日

までの 17 日間にわたり熱戦が繰り広げられた。さらに８月 24 日には、同パラリンピック

大会が開幕したところである。今次両大会招致に先駆け、前回昭和 39（1964）年東京大会

を機に制定されたスポーツ振興法（昭和 36 年法律第 141 号）を全面改正し、スポーツ基本

法（平成 23 年法律第 78 号）が制定された。従来、五輪招致に当たってはその都度衆参両

院において招致決議が行われており、今回は衆参それぞれ平成 23 年 12 月及び同 25 年３

月の２回にわたり決議された。また、開催決定後には、関連の特別措置法（平成 27 年法律

第 33 号）が制定されている。 

 今次両大会はこのようにして招致されたものだが、新型コロナウイルス感染症 COVID-19

の世界的蔓延により、昨２年夏の開催予定が一年延期された。開幕わずか４か月前、昨年

３月のことだった。コロナ禍は未だ収束しておらず、五輪開幕間際になっても中止ないし

再延期を求める声が止まなかった。五輪大会はこれまでに 1916、40、44 年の３回、いずれ

も世界大戦により中止されたが、延期は史上初となった。かつて、第一次世界大戦の講和

がなり 1920 年大会が戦禍を乗り越えるものとしてアントワープに招致決定され、同大会

は世界を風靡したいわゆる「スペイン風邪」をも乗り越え開催にこぎつけた。開幕当時我

が国においては、感染第二波が終熄しておらず、さらに閉幕後に第三波が到来した。他方、

1940 年大会は東京に招致決定されたものの、冬季札幌大会、さらには「東京万博」ともど

も返上され、当初計画の実現にはいずれも数十年を要することとなった。 

 今次両大会は、招致当初、東日本大震災からの復興を世界に示す「復興五輪」と謳われ

ていたが、一年延期により、人類が新型コロナウイルス感染症に打ち勝ったあかしとして

開催するものとされた。安全・安心な形での大会開催についてＧ７首脳からの支持が得ら

れたもののコロナ禍は一向に収束せず、東京都にも緊急事態宣言が発せられるに至り、異

例ながら概ね無観客での開催となった。大会開幕後もなお、８月２日からは首都圏３県及

び大阪府に緊急事態宣言、さらには大会開催地を含む５道府県にまん延等防止重点措置が

発令され、同月 27 日までに両措置はそれぞれ 21 都道府県及び 12 県に拡大されている。 

 五輪準備段階においては、参議院決算委員会で五輪経費の執行状況に目が向けられ、平

成 29 年 6 月 5 日、「東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた取組状況等につ

いて」会計検査院に対する検査要請が行われた。コロナ禍の下での国会審議においては、

コロナ対策と五輪開催との関係が取り上げられないことがないほどで、予期困難な事態へ

の対応の在り方について日々大いに考えさせられることとなった。大会終了後、やがては

コロナ禍も黄昏を迎えるであろう。果たして「やってよかったと言われるような大会」と

して五輪の理想が実現されたか、コロナ対策予算の執行は適切だったかなど検証されるべ

き課題は多く、多角的な観点からあらゆる叡知を傾注することが求められる。 
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